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表彰・褒章・感謝状を授与されたみなさん 
おめでとうございます 
豊後大野市の秋 もりだくさん 

市実行委員会、岡山国体を視察（国体視察報告） 

各課からのお知らせ 

ぶんごおおのトピックス　　くらしのお知らせ 

▲オイサ、オイサのかけ声が、寒空にこだまする（緒方町 川越しまつり） 
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11
月
3
日
に
行
わ
れ
た
平
成
17
年
度
豊
後
大
野
市
市
民
表
彰
式
典
を
は
じ
め
と
し
て
、

市
内
各
界
の
多
く
の
方
が
、
こ
の
秋
受
賞
︵
章
︶
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
︵
章
︶
さ
れ
た
方
々
と
、

受
賞
︵
章
︶
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
豊
後
大
野
市

市
民
表
彰
式
典

 

　
11
月
11
日
、平
成
17
年
度
豊
後

大
野
市
市
民
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、

市
政
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
な

ど
12
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
、表
彰
者
へ
の
長
年

の
功
績
を
称
え
る
式
辞
が
あ
り
、

次
い
で
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
、受
賞
者
代
表
と

し
て
旧
清
川
村
長
の
森
　
健
一
さ

ん
が「
思
い
が
け
ず
表
彰
の
栄
誉

に
浴
し
光
栄
で
す
。今
後
も
豊
後

大
野
市
の
一
市
民
と
し
て
、市
政
運

営
に
対
し
誠
心
誠
意
、ご
支
援
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、閉
式
と

な
り
ま
し
た
。 

　
地
域
へ
の
取
り
組
み
と
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
た
今
回
の
表
彰
式
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
表
彰
者
名
及
び
表
彰
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

 

市
政
の
振
興
に
貢
献
し
、そ
の
功

績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

森
　
健
一（
清
川
）、山
中
　
博（
緒

方
）、羽
田
野
昭
太
郎（
朝
地
）、

佐
伯
和
光（
大
野
）、阿
南
　
宏

（
千
歳
） 

教
育
、学
術
、芸
術
、体
育
そ
の
他

文
化
の
発
展
に
貢
献
し
、そ
の
功

績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

三
代
久
夫（
清
川
）、合
澤
福
惠

（
緒
方
）、小
倉
　
學（
大
野
） 

地
域
社
会
の
た
め
奉
仕
活
動
を

行
い
、そ
の
功
績
が
他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
も
の 

川
野
　
鼎（
犬
飼
）、麻
生
　
昇

（
三
重
）、後
藤
順
子（
三
重
）、泉

会（
代
表 

合
澤
宣
昌
）（
三
重
） 

平
成
17
年
度
大
分
県
社
会

福
祉
大
会
・
高
齢
者
福
祉
大

会
で
各
種
表
彰

 

　 
10
月
18
日
、別
府
市
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
や
団
体
に
大
分
県
、大
分

県
社
会
福
祉
協
議
会
、大
分
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
表
彰
状
お

よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
、団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
。支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、今
後
と
も
各
分
野

で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。（
敬

称
略
） 

 

大
分
県
知
事
表
彰

︻
社
会
福
祉
施
設
職
員
︼松
添
サ

チ
子（
三
重
）、河
野
洋
子（
三
重
）、

高
山
淑
子（
三
重
）、原
田
節
子（
三

重
）、芦
刈
征
子（
三
重
）、原
尻
百

合
子（
緒
方
）、赤
嶺
叔
子（
三
重
）、

佐
藤
　
祝（
三
重
）、後
藤
ミ
チ
子

（
三
重
）︻
社
会
福
祉
事
業
の
奉
仕

者
・
奉
仕
団
体
︼足
立
勝
元（
三
重
）、

赤
嶺
洋
子（
三
重
）︻
模
範
自
力
更

生
者
︼工
藤
　
宝（
緒
方
） 

大
分
県
知
事
賞

︻
大
分
県
明
る
い
高
年
賞
︼前
田

文
子（
大
野
）︻
大
分
県
高
齢
者
介

護
賞
︼三
浦
知
津
子（
三
重
）、芦

刈
テ
ル
子（
三
重
）、多
田
美
代
子

（
三
重
）︻
大
分
県
優
秀
老
人
ク
ラ

ブ
賞
︼久
知
良
長
寿
会（
三
重
）︻
老

人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞
︼佐
藤

美
学（
大
野
） 

大
分
県
知
事
感
謝
状

︻
身
体
障
害
者
相
談
員
、
知
的
障

害
者
相
談
員
︼衞
藤
武
治（
大
野
） 

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰

︻
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者︵
施

設
職
員
︶︼菅
生
千
津
子（
三
重
）、

後
藤
京
子（
三
重
）、吉
野
由
美（
三

重
）、田
多
む
つ
子（
緒
方
）、荒
牧

み
つ
子（
大
野
）、玉
野
典
子（
三
重
）

︻
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
︼玉
田

泰
教（
三
重
）︻
模
範
自
力
更
生
者
︼

柴
田
高
次（
緒
方
） 

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

感
謝
状

︻
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
者
・
団
体
︼

三
浦
正
知（
三
重
）、子
育
て
サ
ー

ク
ル
　
ス
キ
ッ
プ
ク
ラ
ブ（
千
歳
） 

大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
賞

︻
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞
︼恵
比
寿

会（
大
野
）︻
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
賞
︼

柳
井
久
生（
三
重
）、廣
瀬
義
秋（
千

歳
）、原
田
文
夫（
朝
地
）、戸
次
八

千
代（
緒
方
） 

平
成
17
年
度
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
・
感
謝
状

 　　 
11
月
４
日
、東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
平
成
17
年
度
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
、豊
後
大
野
市

か
ら
２
名
の
方
が
、社
会
福
祉
事

業
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
の
あ
っ

た
市
内
１
団
体
に
も
厚
生
労
働

大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
） 

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

︻
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
︼高
山

美
喜
子（
三
重
）、麻
生
カ
ヨ
コ（
三

重
） 

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

︻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
グ
ル

ー
プ
・
団
体
︼越
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ（
緒
方
） 
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▲前総務大臣より表彰される羽田野さんご夫妻 
 

▲感謝状を贈呈された深田さん（写真右）と 
　安藤さん（写真左） 

▲表彰された市内小中 
　高生の皆さん 

行
政
相
談
員 

羽
田
野
二
男
さ

ん
が
総
務
大
臣
表
彰
 

 　
行
政
相
談
委
員
の
羽
田
野
二
男

さ
ん（
清
川
）が
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
羽
田
野
委
員
は
平
成
4
年
1
月

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
13
年
余
に
わ
た

り
、行
政
へ
の
住
民
か
ら
の
苦
情
や

要
望
に
対
し
、熱
心
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、毎
月
1
回
清
川
公

民
館
に
お
い
て

定
例
行
政
相

談
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
積

極
的
に
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
取
り
組

み
と
相
談
委
員

と
し
て
の
功
績

が
称
え
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。 

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

が
豊
後
大
野
市
民
２
名

に
授
与

 　 
10
月
26
日
、大
分
市
で
平

成
17
年
度
「
統
計
の
日
」
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、農
林

水
産
大
臣
感
謝
状
伝
達
式

で
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
年
度
大
分
県
内
で
は
、

永
年
農
林
統
計
調
査
に
協

力
さ
れ
た
27
名
の
方
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、豊
後
大

野
市
か
ら
は
２
名
の
方
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

 永
年
協
力
者【
15
年
】 

　
深
田
隆
雄（
三
重
） 

永
年
協
力
者【
10
年
】 

　
安
藤
豊
作（
朝
地
） 

 

瑞
宝
小
綬
章
受
章

　
　
　
　
倉
原
隆
範
さ
ん

 

 　
平
成
17
年
秋
の
叙
勲
褒
章
伝
達

式
が
11
月
３
日
、東
京
都
で
行
わ
れ
、

緒
方
町
徳
田
の
倉
原
隆
範
さ
ん
に
内

閣
総
理
大
臣
よ
り
瑞
宝
小
綬
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
倉
原
さ
ん
は
公

立
高
校
の
校
長
や
緒
方
町
教
育
委
員

を
歴
任
。学
校
教
育
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
度
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
﹁
税
に
関
す
る

作
品
﹂表
彰
式

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
初
日

と
な
っ
た
11
月
11
日
、エ
イ
ト
ピ

ア
お
お
の
で
平
成
17
年
度
「
税
に

関
す
る
作
品
」表
彰
式
が
行
わ
れ
、

市
内
小
中
高
生
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。「
税
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
応

募
さ
れ
た
習
字
や
作
文
の
中
か
ら
、

特
に
優
秀
な
も
の
が
選
定
さ
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
習
字
や
作
文
を
通
じ
て
、「
税
」

の
身
近
さ
と
大
切
さ
を
表
現
し

た
も
の
で
す
。 

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
） 

●
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字

︻
大
分
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

長
賞
︼金
賞
　
広
瀬
悠
一（
千
歳

小
6
年
）、銀
賞
　
太
田
直
希（
千

歳
小
6
年
）︻
豊
後
大
野
租
税
教

育
推
進
協
議
会
長
賞
︼佐
保
結

香（
三
重
東
小
6
年
）、甲
斐
駿

人（
千
歳
小
6
年
）︻
豊
後
大
野

税
務
協
力
団
体
長
連
絡
会
長
賞
︼

足
立
悠
成（
千
歳
小
6
年
）、袋

尻
拓
志（
三
重
東
小
6
年
）︻
南

九
州
税
理
士
会
三
重
支
部
長
賞
︼

三
田
井
成
康（
三
重
東
小
6
年
） 

●
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

︻
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞
︼後
藤
亜
輝
子（
三
重
中
3

年
）︻
三
重
税
務
署
長
賞
︼小
高

瑞
絵（
清
川
中
3
年
）︻
豊
後
大

野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
︼

冨
永
哲
成（
三
重
中
3
年
）︻
豊

後
大
野
租
税
教
育
推
進
協
議
会

長
賞
︼浜
嶋
美
紀（
緒
方
中
2
年
）

︻
豊
後
大
野
税
務
協
力
団
体
長
連

絡
会
長
賞
︼有
田
由
希（
三
重
中

3
年
）、日
坂
礼
子（
清
川
中
3
年
）

︻
南
九
州
税
理
士
会
三
重
支
部
長

賞
︼井
澤
み
ず
き（
大
野
中
3
年
）、

川
野
　
瞳（
三
重
中
3
年
）、一
森

　
茜（
清
川
中
3
年
）、足
立
秀

司（
犬
飼
中
3
年
） 

●
高
校
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

︻
三
重
税
務
署
長
賞
︼安
道
香
澄

（
三
重
高
1
年
）︻
豊
後
大
野
租

税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
︼生

野
　
良（
三
重
高
1
年
）︻
豊
後

大
野
税
務
協
力
団
体
長
連
絡
会

長
賞
︼宮
瀬
理
沙（
三
重
高
1
年
）、

関
谷
あ
ゆ
み（
三
重
高
1
年
）︻
南

九
州
税
理
士
会
三
重
支
部
長
賞
︼

神
志
那
知
佳（
三
重
高
1
年
） 

  

▲受賞された森迫さんご夫妻 
 

教
育
振
興
功
労
者
に
表
彰

　 
11
月
１
日
、お
お
い
た
教
育
の

日
の
制
定
記
念
大
会
で
、教
育
の

振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

︻
教
育
実
践
者
表
彰
︼三
代
俊
也

先
生（
大
野
中
）︻
教
育
功
労
者

表
彰
︼和
田
美
智
子（
緒
方
中
）︻
社

会
教
育
関
係
功
労
表
彰
︼羽
田

野
昭
太
郎（
前
県
公
民
館
連
合

会
長
）

森
迫
三
千
さ
ん
に
農
林
水

産
関
係
功
労
者
表
彰

 　 
11
月
３
日
、文
化
の
日
知
事
表

彰
で
森
迫
三
千
さ
ん（
三
重
）が

農
林
水
産
関
係
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
森
迫
さ
ん
は
、豊
後
大
野
市
の

施
設
園
芸
導
入
、発
展
に
先
導

的
役
割
を
果
た
し
、一
方
で
地
域

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
。

昨
年
は
農
事
組
合
法
人
「
天
の

川
生
産
組
合
」を
立
ち
上
げ
る
等
、

地
域
農
業
維
持
に
貢
献
し
た
功

績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。 
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　合併後、市内全域にわたるはじめての祭りとして、「第１回豊後

大野市ふるさと振興祭」が開催されました。

　今年は「さあ、はじめよう協働のまちづくり」を共通テーマに各

町で開催。郷土への誇りや思いを込め、住民が一緒になってつく

り上げ、それぞれ地域のカラーが表れた祭りとなりました。

清
川
会
場

清
川
会
場

［
道
の
駅
き
よ
か
わ
］

［
道
の
駅
き
よ
か
わ
］

き
よ
か
わ
の
味
と
文
化
が
大
集
合

き
よ
か
わ
の
味
と
文
化
が
大
集
合

清
川
会
場

［
道
の
駅
き
よ
か
わ
］

き
よ
か
わ
の
味
と
文
化
が
大
集
合

千歳会場［千歳総合運動公園］

人気キャラクター、郷土芸能、豊後牛、新鮮野菜―遊びにおいで

朝地会場［道の駅あさじ］

やすらぎの里で１日ごゆっくり

11/6

犬
飼
会
場
［
犬
飼
公
民
館
］

人
・
文
化
・
交
流
を
培
う
お
祭
り

10/16 三重会場［道の駅みえ］

道の駅みえのオープン１周年創業祭として開催

三重会場［道の駅みえ］

道の駅みえのオープン１周年創業祭として開催

11/13

大
野
会
場

大
野
会
場
［
大
野
町
物
産
館
周
辺
］

［
大
野
町
物
産
館
周
辺
］

自
然
に
感
謝
、
人
の
恵
み
に
感
謝
感
謝
。
大
野
町
ま
る
ご
と
感
謝
祭

自
然
に
感
謝
、
人
の
恵
み
に
感
謝
感
謝
。
大
野
町
ま
る
ご
と
感
謝
祭

大
野
会
場
［
大
野
町
物
産
館
周
辺
］

自
然
に
感
謝
、
人
の
恵
み
に
感
謝
感
謝
。
大
野
町
ま
る
ご
と
感
謝
祭

も
ち
ま
き 

▲ 

緒
方
会
場
［
道
の
駅
原
尻
の
滝
］

川
越
し
祭
り
に
さ
と
い
も
交
流
会
を
同
時
開
催

▲来場者
も一体に

なって 

　紫雲本
城太鼓を

楽しむ ▲宮尾地区女性部によるだんご汁  ▲会場いっぱいに人、人、人 
 

▲気合を感じる棒術 

▲かわいい子猿の演技がお客さんを楽しませます 

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
に
お
客
さ
ん
も 

思
わ
ず
吹
き
出
し
ま
す 

▲ 

御
嶽
神
楽
の
勇
壮
な
舞 

▲ 

▲息の揃った子供神楽子供神楽 ▲息の揃った子供神楽 



▲やさい
畑のみな

さんが早
朝からも

ち作り 

5

清
川
会
場

［
道
の
駅
き
よ
か
わ
］

き
よ
か
わ
の
味
と
文
化
が
大
集
合

千歳会場［千歳総合運動公園］

人気キャラクター、郷土芸能、豊後牛、新鮮野菜―遊びにおいで

千歳会場［千歳総合運動公園］

人気キャラクター、郷土芸能、豊後牛、新鮮野菜―遊びにおいで

千歳会場［千歳総合運動公園］

人気キャラクター、郷土芸能、豊後牛、新鮮野菜―遊びにおいで
11/13

朝地会場［道の駅あさじ］

やすらぎの里で１日ごゆっくり

朝地会場［道の駅あさじ］

やすらぎの里で１日ごゆっくり
11/20

犬
飼
会
場

犬
飼
会
場
［
犬
飼
公
民
館
］

［
犬
飼
公
民
館
］

人
・
文
化
・
交
流
を
培
う
お
祭
り

人
・
文
化
・
交
流
を
培
う
お
祭
り

犬
飼
会
場
［
犬
飼
公
民
館
］

人
・
文
化
・
交
流
を
培
う
お
祭
り

11/1311/19

▲
締
め
込
み
姿
の
若
者
達
が
み
こ
し
を
か
つ
ぎ
勇
壮
に
川
を
渡
る 

三重会場［道の駅みえ］

道の駅みえのオープン１周年創業祭として開催

大
野
会
場
［
大
野
町
物
産
館
周
辺
］

自
然
に
感
謝
、
人
の
恵
み
に
感
謝
感
謝
。
大
野
町
ま
る
ご
と
感
謝
祭

荒
神
と
お
客
さ
ん
と
の
力
く
ら
べ ▲ 

緒
方
会
場

緒
方
会
場
［
道
の
駅
原
尻
の
滝
］

［
道
の
駅
原
尻
の
滝
］

川
越
し
祭
り
に
さ
と
い
も
交
流
会
を
同
時
開
催

川
越
し
祭
り
に
さ
と
い
も
交
流
会
を
同
時
開
催

緒
方
会
場
［
道
の
駅
原
尻
の
滝
］

川
越
し
祭
り
に
さ
と
い
も
交
流
会
を
同
時
開
催

▲浅草流神楽 

　会場でしとぎ蒔き 

魅せます、犬江おんな太鼓 ▲猪肉と地元産品を使ったアツアツのさぶろう鍋を囲んで 

▲会場は笑顔いっぱい 

▲獅子舞 ▲千歳保育園児がかわいいおどりを披露 

▲息の揃った子供神楽 

▲ 
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◇問い合わせ先
　（代）基幹型在宅介護支援センター
　TEL 0974-22-1001（内線　2105・2106）

　師走に入り慌しくなりました。みなさんいか
がお過ごしでしょうか。 
　今月は、在宅介護支援センターが行っている
家族介護支援事業についてご紹介します。 
　この事業は、今、介護をされている方、介護
経験のある方を対象に介護者同士の交流を行い、
心身のリフレッシュを図ることや、介護予防・
介護方法等の知識や技能を高めることを目的と
しています。 
　11月、朝地町と緒方町の合同で学習会・交
流会が開催され、オムツ交換・衣服着脱・介護
予防体操・認知症についての学習を行い、意見
交換をしました。 
　夫を長年介護している参加者から「夫に時々
冷たい言葉を言ってしまう。みなさんはどうで
すか」と質問があり、大半が同様の悩みを抱え
ている方であったため、話に熱が入りました。 
　また、「雄大な景色を見ていたら自然に唄が

出てくる」と、素晴らしい声をご披露してくだ
さった男性参加者もいました。参加者全員の感
動の拍手がわき、わずかなひと時でしたが、最
高の一日だったとの感想があり、会を終えまし
た。 
　介護は、身体的・精神的にたいへんきつい仕
事です。時には介護
の場から離れ、自分
の時間をつくり、上
手に長くつきあって
いきましょう。 

　
大
分
県
地
方
振
興
局
の
市
内
存
続

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
３
万
４
千
余
の
署
名
を
い
た
だ
き
、

市
内
の
各
種
団
体
が
大
分
県
知
事
を

は
じ
め
、
県
議
会
議
長
、
副
知
事
、

総
務
部
長
等
に
対
し
て
、
要
請
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
８
月
に
発
表
さ
れ
た
県

の
再
編
案
は
私
ど
も
の
要
望
と
か
け

離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
正
式

決
定
さ
れ
る
12
月
定
例
県
議
会
を

前
に
し
て
、
去
る
11
月
４
日
、
市
、

市
議
会
、
市
議
会
地
方
振
興
局
存
続

対
策
特
別
委
員
会
、
大
分
県
地
方
振

興
局
の
存
続
を
求
め
る
豊
後
大
野
市

民
の
会
の
四
者
の
合
同
に
よ
り
、
芦

刈
幸
雄
市
長
（
大
分
県
地
方
振
興
局

の
存
続
を
求
め
る
豊
後
大
野
市
民
の

会
会
長
）、
若
松
成
次
市
議
会
議
長
、

市
議
会
地
方
振
興
局
存
続
対
策
特
別

委
員
会
小
野
泰
秀
委
員
長
、
市
民
の

会
吉
藤
　
孝
副
会
長
、
後
藤
史
治
、
佐
々

木
哲
也
両
県
議
を
は
じ
め
、
総
勢
18

名
が
広
瀬
県
知
事
を
訪
れ
、
以
下
に

つ
い
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
に
対
し
て
広
瀬
知
事
か
ら
、「
振

興
局
の
再
編
は
、
県
の
行
政
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
ぜ
ひ
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
豊
肥
振
興
局
の
支
所
と
し
て

地
方
事
務
所
を
設
置
し
、
住
民
に
不

便
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
意
見
交
換
の
中
で
、
今
後

の
豊
後
大
野
市
へ
の
で
き
る
限
り
の

支
援
と
県
の
農
林
業
研
究
機
関
の
充

実
に
努
め
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。 

大
分
県
地
方
振
興
局
の
存
続
を
求
め
る 

　
知
事
へ
の
要
請
報
告 
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こ
の
ほ
ど
、チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体

豊
後
大
野
市
実
行
委
員
会（
会
長
・
芦
刈

幸
雄
市
長
）の
役
員
と
事
務
局
員
８
名
が
、

岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
国
民
体

育
大
会
秋
季
大
会
を
視
察
。平
成
20
年
の

第
63
回
国
体
に
お
い
て
豊
後
大
野
市
で
開

催
さ
れ
る
５
競
技
の
う
ち
、剣
道
、山
岳（
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
）、馬
術
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
少
年

男
子
）の
４
競
技
に
つ
い
て
、関
係
者
よ
り
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
３
日
間
に
及
ぶ
視
察
を
終
え「
大
分
国

体
は
豊
後
大
野
市
発
足
後
、最
初
に
迎
え

る
大
き
な
催
事
。宿
泊
施
設
や
駐
車
場
の

確
保
、競
技
会
場
の
整
備
等
課
題
は
多
い

が
〝
豊
後
大
野
市
カ
ラ
ー
〞
を
前
面
に
押

し
出
せ
る
よ
う
、市
民
・
競
技
団
体
・
行
政

が
三
位
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」と

芦
刈
会
長
。 

　
今
後
、
実

行
委
員
会
で

は
視
察
報
告

書
を
ま
と
め
、

第
63
回
国
体

の
成
功
に
向

け
て
諸
準
備

を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

 

今
後
の
国
民
体
育
大
会
開
催
県 

○
平
成
18
年
　
兵
庫
県（
第
61
回
） 

○
平
成
19
年
　
秋
田
県（
第
62
回
） 

○
平
成
20
年
　
大
分
県︵
第
63
回
︶ 

 

国
体
を
支
え
る﹁
民
泊
﹂

 

　
平
成
20
年
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
第

63
回
国
民
体
育
大
会
。こ
の
大
会
で
は
、37

の
正
式
競
技
と
１
公
開
競
技
、デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
豊
後
大
野

市
で
５
つ
の
正
式
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
国
体
に
出
場
す
る
た
め
市
を
訪
れ
る
監

督
と
選
手
、役
員
は
総
勢
２
、２
０
０
人
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、大
会
期
間（
平
成
20
年

９
月
27
日
〜
10
月
７
日
）を
中
心
に
市
内

の
施
設
で
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、現
在
の
市
内
営
業
宿
泊

施
設
定
員
で
は
到
底
足
り
な
い
た
め
、宿

泊
施
設
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
国
体
に
お
け
る
配
宿
方
法
は「
営
業
宿

泊
施
設
利
用
」、少
年
自
然
の
家
や
学
校

等
を
一
次
転
用
し
て
宿
舎
と
す
る「
転
用

施
設
利
用
」、個
人
の
家
や
公
民
館
な
ど

を
宿
舎
と
す
る「
民
泊
」、近
隣
市
町
村
の

宿
泊
施
設
を
利
用
す
る「
広
域
配
宿
」
と

な
っ
て
お
り
、市
で
は
そ
の
す
べ
て
を
検
討
し
、

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
中
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が「
民
泊
」で
す
。

民
泊
に
は
、３
つ
の
利
用
項
目
で
あ
る
宿
泊
・

食
事
・
入
浴
の
す
べ
て
を
民
泊
家
庭
で
行
う

「
完
全
民
泊
」、一
部
の
利
用
項
目
を
共
同

で
行
う
「
共
同
民
泊
」、３
つ
の
利
用
項
目

を
各
民
泊
家
庭
で
分
担
す
る「
分
担
民
泊
」

が
あ
り
、市
で
は
市
内
各
地
区
の
施
設
状

況
や
地
理
的
要
件
、戸
数
等
を
考
慮
し「
民

泊
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。 

　
ま
た
、市
実
行
委
員
会

で
は
今
回
の
岡
山
国
体
で

民
泊
を
利
用
し
た
監
督

と
選
手
を
対
象
に「
国
体

に
お
け
る
宿
泊
施
設
に
つ

い
て
の
監
督
・
選
手
の
意

識
調
査
」を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
、寄
せ
ら
れ
た

意
見
や
要
望
を
取
り
ま

と
め「
民
泊
計
画
」に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
岡
山
国
体
視
察
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
、太
鼓
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
打
ち

鳴
ら
し
て
大
声
援
を
送
る
民
泊
協
力
会
の

方
々
で
し
た
。試
合
前
は
、緊
張
し
た
面
持

ち
の
選
手
た
ち
を
わ
が
子
の
よ
う
に
気
遣

い
、試
合
後
は
勝
敗
に
関
係
な
く
拍
手
を

送
り
、抱
き
合
っ
て
健
闘
を
た
た
え
る
民

泊
家
庭
。奮
闘
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も

に
、わ
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
国
体
を
支
え
て
い
る
の
は「
民
泊
協
力
会
」

で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
視
察
と
な
り

ま
し
た
。 

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
豊
後
大
野

市
実
行
委
員
会
事
務
局
） 

 ﹁
国
体
に
お
け
る
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
の

監
督
・
選
手
の
意
識
調
査
﹂よ
り

（
民
泊
関
連
の
み
） 

・
民
泊
家
庭
の
方
が
、競
技
会
場
ま
で
応

援
に
来
て
く
れ
て
心
強
か
っ
た
。 

・
家
族
や
地
域
の
温
か
い
心
に

触
れ
、思
い
出
に
残
る
国
体
と

な
っ
た
。 

・
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
域
の

歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 

▲受け入れチームの試合を 
　見守る民泊協力会 
 

▲昼食弁当の引き換えを行う 
　中・高生のボランティア 

み
ん

ぱ
く

は
い
 
し
ゅ
く
 

民
泊
の
様
子
を
伝
え
る
地
元
紙 

（
平
成
17
年
10
月
25
日
付
　
山
陽
新
聞
） 
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■第24回用作観光もみじ祭り
　（朝地町 用作公園）11月３日〜20日

■
き
よ
か
わ﹁
彩
﹂宝
生
寺
の
秋

　

11
月
12
日
〜
11
月
13
日

女
性
パ
ワ
ー
で
町
を
守
る 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

｢

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
隊｣

発
隊
式 

 

　
窃
盗
、空
き
巣
、車
上
ね
ら
い
等
で
、豊
後

大
野
市
内
で
も
犯
罪
発
生
率
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で「
私
た
ち
の
町
は
私

た
ち
が
守
る
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
隊
」
。そ
の
発
隊
式

が
11
月
16
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
緒
方
町

商
工
会
女
性
部

を
中
心
と
し
た

会
員
28
名
。 

　
式
で
は
「
女

性
部
員
が
一
致

団
結
し
て
『
見

せ
る
、見
え
る
、

声
か
け
地
域
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
』

を
積
極
的
に
展

開
し
ま
す
」
と

森
八
重
子
隊
長
か
ら
豊
後
大
野
警
察
署
長

に
決
意
表
明
が
。
緒
方
町
で
現
在
防
犯
活
動

を
展
開
し
て
い
る「
て
く
て
く
隊
」
と
と
も
に

市
の
防
犯
、青

少
年
健
全
育

成
へ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

100歳おめでとうございます 
 

　
第
１
回
朝
地
ふ
れ
あ
い
体
育

祭
が
11
月
13
日
、朝
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
は
雨
天
で（
旧
朝
地
町
民
）

体
育
祭
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

町
民
が
集
ま
る
体
育
祭
と
し
て

は
２
年
ぶ
り
の
開
催
。
町
内
か

ら
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
優
勝
は
板
坪
チ
ー
ム
、準
優

勝
朝
地
チ
ー
ム
、３
位
綿
田
チ
ー

ム
で
し
た
。み
な
さ
ん
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

2年ぶりの体育祭　朝地ふれあい体育祭開催 
 

　
千
歳
町
出
身
の
岡
部
順
子（
旧
姓
廣
瀬
）さ
ん

に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
８
日
、

千
歳
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。岡
部
さ
ん
は
、

現
在
横
浜
市
に
在
住
、シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
と
し
て

老
人
ホ
ー
ム
や
地
域
の
施
設
を
慰
問
す
る
な
ど

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、地
元
の
同
級
生
等

の
呼
び
か
け
に
応
じ
実
現
し
た
も
の
で
、聴
衆
は

「
セ・
シ
・
ボ
ン
」な
ど
20
曲
以
上
の
調
べ
を
堪
能
し

た
あ
と
、
皆
で
合

唱
し
て
和
や
か
な

内
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
益
金
は
、千

歳
町
内
の
福
祉
施

設
や
学
校
へ
寄
付

さ
れ
、テ
レ
ビ
等
の

購
入
費
に
充
て
ら

れ
ま
し
た
。 

ふるさとに響くシャンソンの調べ 

　
豊
後
大
野
市
の
農
産
物
生
産
額
に

お
い
て
米
に
次
ぐ
２
位
の
平
成
17
年

産
葉
た
ば
こ
売
渡
が
９
月
27
日
か
ら

始
ま
り
、10
月
19
日
に
売
渡
額
が
10

億
円
に
到
達
し
ま
し
た
。 

　 
10
億
円
目
の
売
渡
者
大
野
町
後

田
の
廣
瀬
利
文
・
千
恵
子
夫
妻（
大
野

東
部
総
代
区
）に
市
と
J
A
ぶ
ん
ご

大
野
か
ら
達
成
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

　
な
お
、豊
後
大
野
市
の
平
成
17
年

産
葉
た
ば
こ
売
渡
総
額
は
14
・
８
億

円（
16
年
度
17
・
３
億
円
）で
し
た
。 

平成17年度産葉たばこ 
売渡額10億円到達 

　
大
野
町（
酒
井
寺
）の
内
田
　武
さ
ん
が
11
月
１

日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
80
歳

近
く
ま
で
農
業
に
従
事
さ
れ
、釣
り
が
大
好
き
で

家
の
近
く
で
よ
く
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。 

 

当
日
は
入

所
先
の
施

設
へ
芦
刈
市

長
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。 

▲隊長から力強い決意表明 
 

▲武さんいつまでもお元気で 
 

▲思い出話も交えて懐かしの曲を熱唱 

▲ 

▲
 

こぼさないように 

▲私たちが「ちゅうりっぷ隊」です  
 

▲安東収入役から廣瀬夫妻に記念品が贈られました 

ねらいを定めて 
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▲大賞を受賞した岩崎さんと作品「ハス」 

▲九州農政局長を受賞した川上さん夫妻と「ふくひら」 
 

▲８団体にそれぞれ市長からパトロール隊旗が 
　授与されました 

■第24回用作観光もみじ祭り
　（朝地町 用作公園）11月３日〜20日
■第24回用作観光もみじ祭り
　（朝地町 用作公園）11月３日〜20日

▲清川中学校の２・３年生が奏でる琴の音が 
　境内に響き渡りました 
 

▲ライトアップされ幻想的な雰囲気に 
 

▲地元用作婦人会による草もち 
　今年で出店21年目になります 

■
き
よ
か
わ

■
き
よ
か
わ﹁
彩
﹂

﹁
彩
﹂宝
生
寺
の
秋

宝
生
寺
の
秋

　

11
月
12
日
〜
日
〜
11
月
13
日

■
き
よ
か
わ﹁
彩
﹂宝
生
寺
の
秋

　

11
月
12
日
〜
11
月
13
日

　
10
月
30
日
に
別
府
市
で
開
催
さ

れ
た
第
66
回
大
分
県
畜
産
共
進
会

肉
用
牛
の
部
で
、川
上
富
久
美
さ
ん

（
緒
方
）の
出
品
牛
「
ふ
く
ひ
ら
」
が

九
州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。こ
れ
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
次
ぐ
賞
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、最
優
秀
賞
名

誉
賞
以
上
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
） 

︻
九
州
農
政
局
長
賞
︼

　
第
５
区
　
川
上
富
久
美（
緒
方
） 

︻
名
誉
賞
︼

　
第
１
区
　
麻
生
信
行（
緒
方
） 

　
第
４
区
　
佐
々
木
国
彦（
三
重
） 

　
ま
た
、10
月
１
日
に
犬
飼
町
で
行

わ
れ
た
肉
牛
の
部
で
は
、清
川
肥
育

セ
ン
タ
ー
の
出
品
牛「
春
船
」が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
各
出
品

者
の
み
な
さ
ま
、大
会
出
場
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。 

　
日
中
は
燃
え
る
紅
を
、夜
は
幻
想
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
で
紅
葉
を
堪
能
!! 

　
今
年
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。 

紅
葉
の
秋
 

畜
産
共
進
会
で 

九
州
農
政
局
長
賞
受
賞 

 

　
第
23
回
豊
後
大
野
市
朝
地
町

美
術
展（
同
美
術
協
会
主
催
）が

10
月
24
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
朝

地
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

絵
画
、彫
刻
、書
道
等
に
84
点
の
出

品
が
あ
り
、大
賞
は
岩
崎
和
子
さ

ん（
朝
地
）の
写
真
「
ハ
ス
」に
。
花
の

表
面
に
輝
く
露
が
生
命
力
を
引
き

立
た
せ
る
作
品
で
す
。
ほ
か
12
人

に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

朝
地
町
美
術
展
を
開
催 

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会 

　
豊
後
大
野
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
が
10
月
12
日
、エ
イ
ト
ピ
ア

お
お
の
で
開
催
さ
れ
、市
内
で
活
動
し
て
い
る
八
つ
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
か

ら
約
１
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
防
犯
功
労
者
表
彰
や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
報
告
等
が
行
わ
れ
、そ
の

後
、商
店
街
を
参
加
者
全
員
で
パ
レ
ー
ド
。「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。す
が
お
保
育
園
、百
枝
保
育
園
、ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園

の
マ
ー
チ
ン
グ
隊
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
で
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

︻
表
彰
受
賞
者
︼宮
崎
茂
喜
さ
ん
―

三
重
町
少
年
柔
道
教
室
を
発
足
し
、

以
来
27
年
間
に
わ
た
り
柔
道
を
通

じ
て
少
年
の
非
行
防
止
・
青
少
年

健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

︻
感
謝
状
︼三
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
及
び
豊
後
大
野
市
遊
技
業
組
合

の
２
団
体
―
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
成
時

に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
の
費
用
を
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。　 
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子どもに積極的に関わりましょう　―青少年健全育成講演会― 

郷土の祭り　雪舟祭り 
 

　
第
２
回
雪
舟
祭
り（
ち
ん
だ
滝
の
会
・
大
野

町
南
部
自
治
委
員
会
主
催
）が
10
月
30
日
、大

野
町
ち
ん
だ
滝
見
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
一
部
は
岩
戸
太
鼓
、木
浦
畑
佐
渕
獅
子
舞
、

小
倉
木
棒
術
、両
家
祭
囃
子
音
頭
等
次
々
と

披
露
さ
れ
た
芸
能
大
会
。
第
二
部
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
大
野
町
浅
草
犬
山
神
楽
や
し
と

ぎ
餅
ま
き
等
も
あ
り
、会
場
は
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
や
写
真
展
・

水
墨
画
展
も
同

時
開
催
さ
れ
、

歴
史
を
感
じ
る

沈
堕
の
滝
周
辺

で
郷
土
の
か
お

り
を
十
分
に
味

わ
え
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 

 

　
11
月
５
日
、エ
イ
ト
ピ

ア
お
お
の
で
平
成
17
年

度
青
少
年
健
全
育
成

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
講
師
は
、熊

本
県
立
大
学
総
合
管

理
学
部
教
授
の
石
橋
敏

郎
さ
ん
。
教
育
の
大
切

さ
や
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
方
を
、熊
本
方
言
で

楽
し
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
お

話
い
た
だ
き
、笑
い
の
中

に
も
、
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
や
そ
の
重
要
性

を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

▲「ビッグバンドスウィングファミリィ」による生演奏 
 

▲豊後大野市の代表として修了証書を受ける 
　朝地町の後藤三子さん（写真左） 

　
大
分
県
く
ら
し
の
安
心
相
談
員
豊
肥
地
域
連

絡
協
議
会
が
、県
か
ら
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い

た
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し

た
。エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で
９
月
か
ら
11
月
ま
で
３

回
に
わ
た
り
、「
消
費
生
活
相
談
事
例
」「
生
命
保

険
」「
石
油
事
情
」「
相
続
・
多
重
債
務
」
な
ど
に
つ

い
て
の
６
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
市
か
ら
は

46
名
参
加
、う
ち
29
名
が
４
講
座
以
上
の
受
講
と

な
り
、修
了
証
書
を
受
け
ま
し
た
。 

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
閉
講
式 

  

▲ワークショップでは、本格的な演奏を学びました 

あ
か
い
や
ね
の
下
で
音
楽
を
満
喫 

 

　
休
校
と
な
っ
た
旧
三
重
南
小
学
校
を
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
な
が
ら
、音
楽
を
通
じ
て
地
域
お
こ
し
に
取
り

組
も
う
と
、あ
か
い
や
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
V
o
l・

1
が
、10
月
15
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
人
気
吹
奏

楽
集
団「
ブ
ラ
ッ

ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ

ラ
ス・バ
ン
ド（
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
）
」
を

招
き
、音
楽
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ラ
イ
ブ
を
開
催
。

音
楽
で
満
ち

溢
れ
た
楽
し
い

２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。 

▲三重川での清掃活動の様子 

守
ろ
う
大
野
川
!!
　
一
斉
清
掃 

 

　
大
野
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
11

月
１
日
を「
大
野
川
の
日
」
と
定
め
、毎
年

流
域
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も「
大
野
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
２
０
０
５（
大
野
川
流
域
一
斉
清
掃
）」

が
11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、大
野
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
一
斉
に
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
美
し
い
河
川
を
守
る
た
め
に
は
流
域
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
も
、美
化
運
動
へ
の
取
り
組
み
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

▲会場はたくさんの来場者で賑わいました 
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　10月 22日、第４回内田地区・人権福祉ふれあ
い祭りが内田区嶋田集会所及び周辺で『多くの人々
と交流を通してお
互いの人権が大切
にされる人権福祉
の町づくりをめざす』
を目的に開催され
ました。 
　心配された天候も、
関係者・参加者の
熱意により回復。
内田区小林区長の
開会宣言で、祭り
が始まりました。 
　集会所内では、人権紙芝居・人権ビデオ・手話
体験・健康相談等が実施され、人権の意義と大切
さや、手話の楽しさを学びました。 
　また集会所の広場では、地域の高齢者と参加し
た子ども達とのふれあいを目的に竹馬・お手玉づ

くりが行われ、
汗を流しつつ
交流を図りま
した。集会所
前の三浦さん
宅広場でも、
バザー・フリ
ーマーケット・

餅つきが行われ、大いに賑わいました。 
　午後からは、獅子舞・踊りなどでお祭りは盛り
上がり、最後に三重高校神楽部による神楽が上演
されると、会場の雰囲気は最高潮に達しました。 
　盛りだくさんの行事に、内田地区内外から参加
した延べ200人の人々は、楽しい１日を過ごしま
した。 

  人権・同和教育コーナー 

－人権・福祉ふれあい祭り 
　　　　盛大に開催される－ 

 

12月4日から10日までは、
「人権週間」です 
 
　12月４日から10日までは、「人権週間」です。 
　1948年（昭和23年）12月10日、国連で採択さ
れた「世界人権宣言」を記念して、毎年12月4日
から10日までの間を「人権週間」と定め、広く国
民に人権意識の高揚を呼びかけています。 
　日常の生活の中で、人権について考える場は
多くあります。今一度「人権」について考えてみ
ましょう。 
 
 

人権を守る市民のつどい 
 
日　時　　12月８日（木）　14時～ 
場　所　　エイトピアおおの　小ホール 
 
　豊後大野市では、人権問題の正しい理解と認
識を広め、市民意識の高揚を図るために、「人権
週間」期間中に「人権を守る市民のつどい」を開
催いたします。 
　みなさんお誘いあわせの上、ぜひお越しくださ
い。 
 
第１部　人権標語・ポスター表彰式　14時～ 
第２部　人権講演会　14時30分～ 
演　題　「あした元気になあれ」 
講　師　反差別・人権研究所みえ（三重県） 

主任研究員　松村　智広　氏 
　　　　　　（元気配達人） 
※手話通訳あり 

 
◇問い合わせ先

　豊後大野市人権推進同和対策課

　10974‐22‐1001(内線2102)

 
 

▲どっこいしょー、どっこいしょー（餅つき） 
 

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
が

試
買
調
査
を
実
施 

　
９
月
２
日
、豊
後
大
野
市
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、市
内
小
売
店
５
店
舗
で

４
品
目
を
対
象
に
試
買
調
査
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
調
査
は
、市
内
小
売
店
舗
で
の
商

品
が
、消
費
者
の
視
点
に
立
ち
、か
つ
適
正

な
販
売
や
品
質
表
示
な
ど
が
さ
れ
て
い
る

か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
後
も
調
査
範
囲
を
市
内
一
円
に
拡
大

し
、適
切
な
表
示
方
法
な
ど
の
改
善
に
働

き
か
け
ま
す（
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
）。 

品　名

豚 肉

（国産品）

鶏 卵

さ ん ま

(国産品)

キャベツ

規格・基準数量

ロース・100g

白・パック入り・

10個

丸(長さ約25cm

以上)・100g

普通品・1kg

調　査　結　果

照明のためか鮮度がより良く見え
た店舗があった。消費者としては自
然光に近い状態で販売してほしい
との要望があった。全店舗問題なし。

卵の一つ一つに賞味期限シールを貼っ
てあるものを販売している店舗が
あり、消費者にとって表示が丁寧で
あるとの意見があった。　全店舗問
題なし。

全店舗問題なし。

全店舗問題なし。
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・

　10月26日、子育て講演会が豊後大
野市三重農村環境改善センターで開
催されました。 
　毎月開催している「すくすくひろば」
の５回目にあたる今回は、子育て中の
母親や祖母、地域でボランティアに関
わる方などが参加し、子どもを含めて59
名の参加がありました。 

　講演では家庭教育アドバイザーの
三重野待子さんが「親から学ぶ絶対
五感～目のことば、耳のことば～」と題
して話され、しつけのトライアングルやこ
とばの力についてなど、子育てのヒント
をたくさんいただいた講演会になりました。 

子 育 て 講 演 会

＊世界エイズデーの目的は、世界的レベルでのエイ
ズまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の
解消を図ることです。(1988年制定)

ＨＩＶ感染者及びエイズ患者の発生は、依然として増加傾向です

　平成17年７月現在、これまでに日本国内で報告されているＨＩＶ感染者及びエイズ患者はおよそ
10,383人で、10年前の２倍強に増えています。感染経路は、性的接触によるものを中心として拡大し
ています。 

〜12月１日は、世界エイズデーです〜

迅 速 検 査
検査当日に結果を知ることができます。

検査時間は約１時間です。

詳しくは、予約時に確認しましょう。

もし、気になったら検査を受けましょう。

☆平成17年５月から、迅速検査が受けられる

ようになりました。

☆大野県民保健福祉センターで無料で検査が

　受けられます。

☆匿名で受けることができます。

☆検査の結果は、秘密厳守されます。

☆電話で予約（検査日の確認）が必要です。

◇問い合わせ先

10974-22-0162

大野県民保健福祉センター

（旧三重保健所）地域保健課

大野県民保健福祉センターホームページ

http://www.pref.oita.jp/12047/tasks.html

講師の三重野さん 

大分県精神科救急電話相談窓口の開設について

　大分県では夜間や休日といった診療時間外に、精
神症状の悪化等の緊急的な精神科医療に関する
電話相談窓口を開設しています。 
　精神保健福祉士、看護師等が電話相談を受けま
すので、ご利用ください。

相談窓口　大分県精神科救急電話相談センター

　　　　　1097-541-1179

受付時間　平日（土曜日を含む）17時〜21時

　　　　　日曜・休日（祝日及び12／31〜１／３、

　　　　　８／13〜15）９時〜21時

◇問い合わせ先　大分県福祉保健部健康対策課　1097-536-1111（内線 2662）
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健康診査

※健診は事前に予約が必要です。基本的には居住地の支所にて受診してください。

健康教室

12 月 の 保 健 事 業

乳幼児健診のお知らせ

健康相談

実施日

12日（月）・20日（火）

20日（火）

毎週月曜日

時　間

13：30〜14：30

9：00〜12：00

9：00〜12：00

事業名

健康相談

健康相談

健康相談

会　場

犬飼支所相談室

朝地母子健康センター

大野保健センター

育児相談

〔持ってくるもの〕　・母子健康手帳　・送付された問診票等 
（お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師にご連絡ください。
　　　　次回の健診をご案内します。

〈日程〉12月14日（水）午前10時〜12時

〈内容〉歌遊び、親子ビクス、おもちゃ作り

講師：こどもデイサービスセンター

　　　ゆうゆう　保育士

〈場所〉朝地公民舘ホール

〈持参するもの〉500pペットボトル２本、牛乳パッ

ク、大豆・あずき・どんぐり・石や家の中でいら

なくなった小さなもの　等

〈対象〉１歳〜５歳までの幼稚園・保育園などに通

園していない子どもと保護者（20組程度）

※準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願いします。
※お問い合わせは市役所または各支所保健師まで

２回目は平成18年２月24日（金）午前10時〜午後

１時にパン工房（旧大野高校内）でパン作りを計

画しています。

  

　12月は「救急法について」です。 
日　時　12月21日（水）10時～12時 
場　所　豊後大野市三重農村環境改善

センター 
内　容 
・講話と実習「乳幼児の救急法」  
講師　豊後大野市消防署職員  
体重測定、子育てについての情報交
換など 

対　象 
　４～７ヶ月の赤ちゃんとその保護者 

※準備の都合上、一週間前までに電話予
約をお願いします。
 
◇参加申し込み・お問い合わせ
　市役所又は各支所の保健師まで


12月のすくすくひろば
（育児学級）のお知らせ

親子ふれあい教室 親子のふれあいを通して楽しい育児時間をすごし、

仲間づくりをしませんか。是非ご参加ください。

７
月
の
犬
飼
保
健
セ
ン
タ
ー 

で
の
救
命
法
の
様
子 

　　　献血のお知らせ 
日　時　12月26日（月） 
　　　　10時～12時 
場　所　朝地母子健康センター 

実施日
1日（木）
4日（日）

6日（火）

時　間
8：30〜9：30受付
8：30〜9：30受付

13：00〜14：30

事業名
胃・子宮・乳がん検診
乳がん・子宮がん・骨密度検診検診
基本健診・結核検診

（対象：三玉地区）

会　場
大野保健センター
清川保健センター

清川保健センター

実施日
6日（火）
7日（水）
8日（木）

15日（木）
16日（金）
16日（金）
21日（水）
13日（火）・27日（火）
6日・13日・20日（火）

時　間
9：00〜11：30
9：00〜11：30
9：00〜11：30
9：00〜11：30
9：30〜11：30

10：00〜11：30
9：00〜11：30

10：00〜11：00
13：30〜16：00

事業名
高脂血症予防教室
糖尿病予防教室
高脂血症予防教室
糖尿病予防教室
ヘルスアップ教室
リフレッシュ教室
いきいき交流会
にこにこ貯筋運動
あけあじげんき会

会　場
大野保健センター
豊後大野市中央公民館
千歳保健センター
犬飼保健センター
犬飼保健センター
大野保健センター
千歳保健センター
清川保健センター
緒方すこやかセンター

健診内容

１歳６ヶ月児健診

３歳６ヶ月児健診

日　　時
12月８日（木）

　受付13：00〜

12月13日（火）

　受付13：00〜

対象児
清川町、緒方町、朝地町、大野町の

Ｈ16・４・１〜６・30生まれの幼児

清川町、緒方町、朝地町、大野町の

Ｈ14・３・１〜５・31生まれの幼児

会　場

緒方すこや

かセンター

実施日

６日（火）

12日（月）・26日（月）

１日（木）・16日（金）

毎週木曜日

22日（木）

時　間

10：00〜13：00

14：00〜16：00

10：00〜12：00

10：00〜12：00

10：00〜12：00

事業名

おしゃべり広場

子育て休憩室

ぱわふるkidsくらぶ

すきっぷクラブ

子育て広場

会　場

犬飼保健センター

大野保健センター

朝地母子健康センター

千歳保健センター

千歳保健センター



　小夏（中村夏子・三重町）さん

が第41回大分県書道展において、「日

田市長賞」を受賞。また清華（甲

斐三砂子・三重町）さんが「秀作賞」

を受賞されました。受賞作品は、

このほど 10 月 29 日〜 31 日に中央

公民館で巡回展として展示され、

多くの市民の方の感動を得ること

ができました。これからもすばら

しい作品を見せていただきたいで

すね。
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第
39
回
大
分
県
俳
句
大
会
第
３
回
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

﹁
大
分
商
工
会
議
所
会
頭
賞
﹂受
賞

第41回　県書道展「日田市長賞」「秀作賞」受賞 

　大野公民館そめもの教室は今年で４年目になり、
毎月第２・４木曜日の午後１時30分から午後５時
まで、草・花を染料にそめものを基礎から学んで
います。現在、８名の教室生で和気あいあいと学
習しています。５月からは三重町から参加してい
る教室生もいます。皆さんも参加してみませんか。
問い合わせ先　大野公民館　10974-34-2130

　10月20日～21日に別府市中央公民館において、
第56回大分県公民館大会が開催されました。
その大会で「公民館優良職員」に菅尾地区公
民館館長 阿南一見氏（三重）、「公民館運営
審議会委員功労者」に旧清川村中央公民館前
公民館運営審議会委員長 高山泰正氏（清川）、
「学習資料の部 優良賞」に朝地町上尾塚自治
公民館館報「まがいぶつ」が表彰を受けました。 
　この大会は、県内各地の公民館関係者が一
堂に会し、地域の生涯学習推進と地域づくりの拠
点としての公民館のあり方等について研究協議を
深め、公民館活動のなお一層の充実発展に役
立てるものです。今回、豊後大野市で表彰され
た皆様の今後ますますのご活躍をお祈りします。 

日
時
　
12
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
） 

場
所
　
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
） 

第
58
回
緑
丘
高
校
美
術
制
作
展
豊
後
大
野
展 ▲清華　書 

▲小夏　書 

　
11
月
６
日
、
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
大
分
県
俳
句
連
盟
主
催
第
39
回
大
分
県
俳
句
大
会
で
、

菅
尾
小
一
年
大
津
勇
斗
君
の
俳
句
が
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で

「
大
分
商
工
会
議
所
会
頭
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
応
募
総
数
千
三
百
四
十
三
句
か
ら
選
ば
れ
た
大
津
君

の
俳
句
は
、
放
課
後
実
施
さ
れ
て
い
る
菅
尾
児
童
ク
ラ

ブ
夏
休
み
俳
句
教
室
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
五
・
七
・

五
の
短
い
言

葉
の
中
に
お

ば
あ
ち
ゃ
ん

と
の
温
か
い

情
景
が
読
み

込
ま
れ
た
す

ば
ら
し
い
一

句
で
し
た
。 

  

　
　
　
　
　
　
　
菅
尾
小
学
校
　
一
年
　
大
津
勇
斗 

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
　
つ
く
っ
た
す
い
か
　
で
っ
か
い
ぞ 

第56回　大分県公民館大会で表彰

 

　
現
在
、会
員
15
名
で
宮
成
金
重（
鎧
南
）さ
ん
を
会
長
に
毎
月

第
一
月
曜
日
の
19
時
半
か
ら
千
歳
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

千
歳
句
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

迎
え
火
の
松
の
小
割
を
点
検
す
　
　
　
　
板
倉
　
土
史 

早
朝
を
口
笛
吹
き
吹
き
ト
マ
ト
も
ぐ
　
　
広
瀬
　
南
風 

特
大
の
西
瓜
の
初
な
り
神
棚
へ
　
　
　
　
伊
東
美
智
夫 

朝
露
を
散
ら
し
て
畔
草
き
り
進
む
　
　
　
益
永
　
重
忠 

恙
な
く
共
に
生
か
さ
れ
盆
迎
う
　
　
　
　
尾
石
　
ゑ
い 

秋
近
し
朝
夕
挨
拶
か
わ
り
け
り
　
　
　
　
柴
山
　
長
子 

渋
団
扇
思
い
出
あ
れ
こ
れ
亡
き
和
尚
　
　
衛
本
　
絹
枝 

水
た
っ
ぷ
り
か
け
て
亡
夫
の
墓
洗
う
　
　
益
永
　
路
枝 

か
が
り
火
に
秋
風
ゆ
ら
ぐ
石
仏
　
　
　
　
益
永
　
百
代 

亡
き
兄
の
話
ば
か
り
の
盆
の
客
　
　
　
　
柴
山
三
代
子 

浄
土
へ
の
提
灯
と
も
し
て
精
霊
舟
　
　
　
石
川
　
延
子 

秋
立
つ
や
風
に
噂
が
乗
っ
て
く
る
　
　
　
柴
山
チ
ヨ
女 

山
峡
の
棚
田
田
ご
と
の
曼
珠
沙
華
　
　
　
選
者
吟 

宮
成
鎧
南
選 

問
い
合
わ
せ
先
　
豊
後
大
野
市
千
歳
町
船
田

　
宮
成
金
重︵
鎧
南
︶

1
０
９
７
４-

37-

２
８
４
７

千
歳
句
会
作
品
紹
介（
千
歳
公
民
館
） 
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2005年12月　第９号

図書館カレンダー12月

豊後大野市中央図書館　
　　TEL/FAX 0974-22-7733
豊後大野市緒方図書館
　　TEL 0974-42-4141
　　FAX 0974-42-2705
      ( 歴史民俗資料館と共通 )             
開館時間　火〜金：10 時〜 18 時
　　　　　土・日：10 時〜 17 時

日

4

11

18

25

月

5

12

19

26

火

6

13

20

27

水

7

14

21

28

木

1

8

15

22

29

金

2

9

16

23

30

土

3

10

17

24

31

は休館日です。

あの日にドライブ……………………………荻原浩

ネクロポリス　上・下………………………恩田陸

みんな一緒にバギーに乗って……………川端裕人

きみの友だち…………………………………重松清

ハルカ・エイティ……………………姫野カオルコ

此処彼処（ここかしこ）…………………川上弘美

愛人の数と本妻の立場…………………向井万起男

そして名探偵は生まれた…………………歌野晶午

アンボス・ムンドス………………………桐野夏生

お狂言師歌吉うきよ暦……………………杉本章子

にぎやかな天地　上・下……………………宮本輝

亡命者　ザ・ジョーカー…………………大沢在昌

新リア王　上・下……………………………高村薫

探偵は黒服…………………………………藤田宜永

告白……………………チャールズ・ジェンキンス

今さら聞けないパソコンの常識

ネットでだまされない方法 30

さむらいウィリアム　三浦按針の生きた時代

はじめての「独立・起業」なるほど成功ガイド　

クレジットカードこれだけ知れば怖くない

不登校・引きこもり・ニート支援団体ガイド

「死」を子どもに教える

この病気にこの名医

リメイクニット　ニットを縮めてみたら…

野菜の輪作栽培

新刊案内

12 月の図書館行事

（中央図書館）

児
童
書
が
入
り
ま
し
た
！ 

 

好
評
！
　移
動
図
書
館 

 

年始は１月５日（木）から開館します。

　
10
月
か
ら
朝
地
・
千
歳
・
清
川
・

犬
飼
・
大
野
・
三
重
各
町
の
幼
稚
園
・

小
学
校
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を

開
始
し
ま
し
た
。
三
重
以
外
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
本
を
借
り
に
来
て

い
ま
し
た
。
特
に
高
学
年
の
皆
さ
ん

は
中
学
生
が
読
む
く
ら
い
の
本
を
借

り
て
行
き
、
読
書
の
質
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
読
書
離
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

熱
中
し
て
本
を
選
ぶ
姿
を
見
て
い
る

と
子
ど
も
た
ち
は
本
来
読
書
が
好
き

な
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
職
員
一
同
、

移
動
図
書
館
が
再
開
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
い
本
を
届
け
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

   

　
緒
方
図
書
館
に
児
童
書
が
た
く
さ

ん
入
り
ま
し
た
。
楽
し
い
本
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

移動図書館日程　12 月
巡回場所・時間

三重東幼稚園　　10:00

どんぐり幼稚園　11:00

三重東小学校　　13:00

朝地小学校　　　12:55

百枝幼稚園　　　　9:50

百枝小学校　　　10:05

清川小学校　　　12:40

大野小学校　　　12:50

さくら幼稚園　　14:00

巡回場所・時間

新田幼稚園　　　12:40

新田小学校　　　13:00

菅尾幼稚園　　　10:30

千歳小学校　　　12:50

菅尾小　　　　　13:00

三重幼稚園　　　10:30

犬飼小学校　　　12:50

７
（水）

９
（金）

　

14
（水）

16
（金）

６
（火）

８
（木）

13
（火）

15
（木）

▲珍しい江戸時代の教科書です。 
　読めるかな？

▲移動図書館で本を選ぶ 
　子どもたち 
　（清川小学校にて） 

麻生家（市場一区）　　　
　　＋　中央図書館　蔵

《中央図書館》　
　おはなしのへや　
　　ちゅうりっぷ組　　 ７・21日（水）　10：30〜
　　ひまわり組　　　  　　 14日（水）　10：30〜
　土曜おはなしクラブ　　　17日（土）　10：30〜
　古文書を読む会（三重町）　21日（水）　13：30〜
　読書と創作を楽しむ会　　25日（日）　13：30〜

《緒方図書館》
　おはなしのへや　　   　　　　３日（土）　13：00〜

12月17日（土）　13：30〜14：30
　クリスマスにちなんだ楽しい絵本
のよみきかせをします。お友だちといっ
しょに来てね！
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しっかり交通安全 

ふるさとの歴史や地域の文化財に関

するご意見・お問い合わせは、文化財

課までご連絡ください。

文化財課
10974 − 42 − 4141
■豊後大野市歴史民俗資料館
■千歳ふるさと資料館

　
市
内
大
野
町
桑
原
に
は
、昭

和
五
十
一（
一
九
七
六
）年
三
月

三
十
一
日
に
大
分
県
指
定
史
跡

と
な
っ
た「
坊
の
原
古
墳（
通
称

　
ひ
ょ
う
た
ん
塚
）」
が
あ
り

ま
す
。こ
の
古
墳
は
長
方
形
の

部
分
と
円
形
の
部
分
か
ら
な

る
前
方
後
円
墳
で
、標
高
約
二

五
〇
　
の
台
地
上
に
前
方
部

を
北
西
に
向
け
て
立
地
し
、全

長
約
四
十
五
　
、高
さ
は
約
二

〜
四
　
で
す
。こ
の
よ
う
な
形

の
古
墳
は
三
重
町
に
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、大
野
町
に
は
こ

の
坊
の
原
古
墳
の
み
で
す
。 

　
古
墳（
そ
の
ほ
か
に
円
墳
、方

墳
な
ど
が
あ
る
）と
は
、そ
の
土
地
の
豪
族
の
墓
で
、自

ら
が
統
治
し
て
い
た
土
地
を
見
下
ろ
す
位
置
に
築
造
さ

れ
て
い
ま
す
。坊
の
原
古
墳
は
上
か
ら
見
る
と
手
鏡
の

よ
う
に
見
え
る
そ
の
形
か
ら
四
世
紀
代（
今
か
ら
約
六

〇
〇
〜
七
〇
〇
年
前
）に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、県

内
で
も
比
較
的
古
い
古
墳
で
す
。残
念
な
が
ら
、前
方

部
は
一
部
損
壊
し
、後
円
部
に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

棺
は
露
出
し
て
お
り
盗
掘
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 坊

の
原
古
墳 

は
る

こ

ふ
ん 

ぼ
う 

▲坊の原古墳実測（測量）図 

問い合わせ先　豊後大野市教育委員会　10974‐22‐1001（内線2154）

　教育委員会では、学校教育のことや小・中学校等の特色
ある取り組みについてご紹介していきます。 
　今月は千歳小学校からの話題です。 

命の大切さを学ばせる 

▲福祉施設（三国寮）訪問の様子 

郷
土
の
文
化
財

 
 

　千歳小学校（小田部博校長 児童数117名）は、
平成17・18年度の２年間「命の大切さを学ばせ
る体験活動」の研究指定を受け、身近な「いのち」
を意識させる取り組みを行っています。千歳小学
校では、この研究を進めるにあたり、自分たちを
取り巻くあらゆるものには「いのち」があると考
え、動物や植物をいつくしみ、身の回りにある全
てのものを大切にし、さまざまな人とかかわれる
子の育成を目指して取り組んでいます。 
　これまで、農園活動・飼育栽培活動・地域の人
との交流、ボランティア活動など、学年の実態に
合わせてさまざまな取り組みが行われてきました。 
子どもたちは、高齢者や障害者の方々とどう関わ
ればよいか考えたり、学級で育ててきた蚕を繭に
すべきかと悩んだり、外敵に襲われて命を失った

鶏たちの叫びについて話し合ったり、踏まれて
も元気に芽を出した野菜のたくましさに驚いた
りなど、体験を通じてさまざまなことを学び、
豊かな心を育んでいます。 
　なお、隣接の千歳中学校においても同じ指定
研究に取り組み、地域をあげて「命の大切さ」
を学ぶ研究に取り組んでいます。 
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国際交流の楽しみ 
　　　　　　　　ポール・ツァイ 

しっかり交通安全 しっかり交通安全 
　交通安全は、皆さんが常に安全の大切さを意識し、注意
することで守られます。暗くなるのが早くなるこの季節。早め
のライト点灯や、夜間外出での目立つ服装など、交通事故を
未然に防ぐように努めましょう。 

夜間は「反射材」を身に着けよう！ 
　高齢者が夜間道路を横断
中に事故に遭うケースが増え
ています。夜間外出する際は、
必ず懐中電灯を持つか、明
るい服や反射タスキ等を身に
着けましょう。 
　遠回りでも、横断歩道を利
用して道路を横断しましょう。
運転者はスピードを控え目に、
前方を注視し安全運転を心
がけましょう。 
 

セニアカーの運転は歩行者のルールで！
　11月8日、西ノ宮グラウンドで、セニアカー（電動車椅子）
の講習会が交通安全協会三重地区の主催で実施さ
れました。高齢化に伴い、市内ではセニアカーの利用
者が年々増加していま
す。セニアカーは歩行
者と同じ交通ルールで、
歩道か車道の右側を
通行しましょう。また、交
差点や方向転換の時
には、一旦停止し左右
や後方を十分確認しま

交流を通じて交通安全意識の高揚を 
　豊後大野市三世代交流交通安全教室が11月５日、
大原総合体育館で開催されました。 
　この催しは、内閣府の世代間交流事業を豊後大
野市交通安全母の会（会長：多田サチ）が指定を受け、
実施されたものです。交通安全をテーマとし、高齢者
を中心に子ども、親の三世代が一堂に会し、自ら参加
し考え、学ぶことを目的とした教室で、各世代40名が
集まり全120名で開催されました。 
　はじめに、こども自転車競
技全国大会に出場した百
枝小学校の児童７名による
競技が披露されました。そ
の後、花本豊後大野警察
署長による市内の交通情
勢講話、三世代で組をつくっ
てクイズ大会、最後に芦刈
章子先生による３Ｂ体操と、
内容盛りだくさんの交通安
全教室となりました。 

　参加者からは、「頭を使ったり体を使ったりで、とて
も楽しく、そして交通安全のためになりました」と好評
でした。 
自転車競技を披露してくれた皆さん（敬称略） 
神田 侑典、江藤 有未、後藤 純弥、飛口 絢芽、 
神田 笑美、江藤 汐未、大島 菜摘 
 
「年末・年始の交通安全運動」実施
　12月15日（木）から1月4日（水）まで、 
「おおいた年末・年始の事故ゼロ運動」が行われ
ます。 
　次の３つのポイントを中心に交通安全運動を展
開します。 
運動の重点 
・高齢者の交通事故防止 
・飲酒・暴走運転の追放 
・二輪車と自転車の安全利用の推進 
「おこさず　あわず　事故ゼロ」のスローガンで交
通安全を心がけましょう 

　11 月は文化祭が各中学校で行われたようだ。朝地中

学校では今年も例年どおり３年生の男子がバンド演奏

で出演した。大学時代からバンドマン（ベース）の経

験がある僕は、今年の５月からその学生たちに指導を

した。最初ド・レ・ミの押さえ方さえわからなかった

が最後はバンドらしい演奏ができ、僕も喜んだ。

　週末を利用して学生たちと一緒にギターを買いに行っ

たり、音楽について語ったりするなど、普段の学校訪

問ではできないこともできた。こういう時間を持てた

ことはお互いにいい影響があると

思う。彼らは外国人の生き方が少

しわかるだろうし、僕も日本の学

生がどういうことを考えているの

か理解できる。

　国際交流には柔軟性がある。勤

務時間は月曜日から金曜日に限ら

れず、いつでもどこででもできるものだ。

　そして、国際交流員の役割のひとつは、自分の国の文

化や考え等を紹介することだと思う。だから、みなさん、

僕たちに質問があるときは遠慮せず聞いてください。人

と話すのが大好きな僕に、スーパーでも声をかけてみて

ください。

　蛇足ですが、12 月５日僕は NHK の My Favorite という

番組（17:10 放送）で自分のことを紹介した。自分の故

郷や大好きな大分などについて話した。ぜひご覧ください。
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〒879-7125　豊後大野市三重町百枝1086番地35　豊後大野市大原総合体育館（フレッシュランドみえ）内
スポーツ振興課　TEL 0974-26-4139　FAX 0974-26-4148 

剣
道
で
！
野
球
で
！
自
転
車
で
！
 

２
０
０
５
お
か
や
ま
国
体
秋
季
大

会
に
出
場
 

 　
10
月
23
日
か
ら
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た

２
０
０
５
年
お
か
や
ま
国
体
秋
季
大
会
に
、

大
分
県
代
表
と
し
て
４
名
の
選
手
が
出
場

し
活
躍
し
ま
し
た
。
出
場
選
手
、
種
目
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

後
藤
國
仁
さ
ん
　
自
転
車
成
年
男
子
ス
プ

リ
ン
ト
出
場
　（
千
歳
町
） 

尾
下
里
依
さ
ん
　
剣
道
少
年
女
子
団
体
出

場
（
鶴
崎
高
校
・
緒
方
町
） 

波
多
野
瑞
恵
さ
ん
　
剣
道
少
年
女
子
団
体

出
場
（
竹
田
高
校
・
緒
方
町
） 

進
藤
亀
世
成
さ
ん
　
軟
式
野
球
成
年
男
子

一
般
Ｂ
出
場
（
緒
方
町
） 

▲赤峰さん、佐藤さん、 
　優勝おめでとうございます 

▲団体戦女子で準優勝の三重ウインズジュニア 
　ソフトテニスクラブ 

▲受賞された久保平さん 

▲優勝した百枝若あゆ少年野球団 

▲さぁスタート 

久
保
平
淳
一
さ
ん
 

全
国
体
育
指
導
委
員
研
究

協
議
会
功
労
者
表
彰
受
賞
 

 　
10
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
秋
田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

た
第
46
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研

究
協
議
会
に
お
い
て
、
本
市
体
育

指
導
委
員
（
犬
飼
）
の
久
保
平
淳

一
さ
ん
が
永
年
の
功
績
を
認
め
ら

れ
、
栄
え
あ
る
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
久
保
平
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に

体
育
指
導
委
員
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、
社
会
体
育
事
業
の
企
画
・
運

営
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

第
29
回
三
重
町
少
年
野
球
大
会
 

 　
11
月
３
日
、
第
29
回
三
重
町
少
年
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
、
６
チ
ー
ム
に
よ
り
熱

戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
決
勝
戦

で
は
、
百

枝
若
あ
ゆ

少
年
野
球

団
が
新
田

ニ
ュ
ー
ボ
ー

イ
ズ
に
13

対
２
で
勝

利
し
、
優

勝
し
ま
し
た
。 

大
分
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会
 

 　
11
月
６
日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
第

24
回
大
分
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会

に
三
重
町
の
赤
峰
百
合
子
・
佐
藤
広
子
ペ

ア
が
シ
ニ
ア
女

子
ダ
ブ
ル
ス
に

出
場
。
熱
戦
の

末
、
見
事
に
優

勝
し
ま
し
た
。 

　
同
ペ
ア
は
春

に
行
わ
れ
た
県

選
手
権
に
引
き

続
き
優
勝
。
連

覇
と
い
う
輝
か

し
い
結
果
を
残

し
ま
し
た
。 

秋
の
用
作
路
を
走
る
 

用
作
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

 　
２
０
０
５
あ
さ
じ
用
作
も
み
じ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月

30
日
、
朝
地
町
用
作
公
園
駐
車
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
、
色
づ
き
始
め
た

紅
葉
の
あ
さ
じ
ロ
ー
ド
で
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。
出
場
者
は
市
内
外
か
ら

１
９
９
人
。
遠
く
は
大
阪
府
か
ら
の
参
加

者
も
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
特

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
手
作

り
の
運
営
で

温
か
く
も
て

な
し
、
参
加

者
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
 

テ
ニ
ス
団
体
戦
で
準
優
勝
!!
 

 　
10
月
22
、
23
日
、
長
崎
県
佐

世
保
市
で
開
催
さ
れ
た
長
島
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

杯
に
三
重
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
出
場
。
宮

崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
を
除

く
九
州
各
県
か
ら
集
ま
っ
た
約
６

０
０
名
の
小
学
生
に
よ
る
熱
戦
の

末
、
個
人
戦
３
位
、
団
体
戦
で
は

昨
年
に
引
き
続
き
準
優
勝
と
い
う

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。 

個
人
戦
女
子
の
部
（
１
５
１
ペ
ア

参
加
） 

第
３
位

広
瀬
ま
い
（
三
重
第
一
小
６
年
）・

児
玉
真
樹
（
百
枝
小
５
年
）
ペ
ア
 

団
体
戦
女
子
の
部
（
34
チ
ー
ム
参
加
） 

準
優
勝

　
三
重
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　（
広
瀬
ま
い
・

児
玉
真
樹
ペ
ア
、
佐
保
結
香
（
三

重
東
小
６
年
）・
大
谷
史
歩
（
三

重
第
一
小
６
年
）
ペ
ア
、
後
藤
鈴

奈
（
三
重
第
一
小
５
年
）・
高
橋

莉
穂
奈
（
三
重
東
小
５
年
）
ペ
ア
、

後
藤
有
稀
（
百
枝
小
５
年
）・
井

上
琴
音
（
百
枝
小
５
年
）
ペ
ア
） 
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★ホームページができました!!
　http://www.geocities.jp/miesportsc/
　最新情報、大会、イベントの結果など掲載し
ています。どんどんアクセスしてください。
◇問い合わせ先
　みえスポーツクラブ事務局　田嶋
　10974-22-3380

★みえスポーツクラブよりお知らせです★

■訂正とお詫び
市報ぶんごおおの11月号に誤りがありましたので、訂正してお詫び
いたします。 
「第25回大分県小学生バドミントン選手権大会」出場者成績につ
いて、正しくは、甲斐雄晟君は３位、　橋悠我君は４位です。 
 

フレッシュランドみえより
年末年始開館のお知らせ
年　末　12月28日（水）午前中のみ開館
休館日　12月29日（木）〜１月３日（火）
年　始　１月 ４日（水）午前10時より通常どおり開館

▲秋晴れの下、交流を深めました 

快
挙
！
 

大
分
県
中
体
連
新
人
大
会

優
勝
 

 　
10
月
22
日
〜
23
日
に
開
催

さ
れ
た
「
大
分
県
中
学
校
新
人

体
育
大
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
）」

で
、
三
重
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
女
子
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
10
月
29
日
〜
30
日

に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
「
大

分
県
中
学
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
」
で
は
、
三
重
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
子
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
の
成
績
及
び
選
手
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

︵
三
重
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
︶

女
子
団
体
の
部
優
勝

児
玉
美
樹
・
麻
生
千
晴
・
児
玉

咲
樹
・
田
中
優
衣
・
日
坂
萌
未
・

堀
結
菜
・
井
上
桃
子
・
関
屋
美

沙
希
 

︵
三
重
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
︶

男
子
団
体
の
部
優
勝

大
石
拓
生
・
甲
斐
光
・
木
崎
大
輔
・

佐
藤
洋
輔
・
古
庄
充
裕
 

２
年
生
男
子
単
の
部
優
勝

甲
斐
光
 

２
年
生
男
子
複
合
の
部
優
勝

大
石
拓
生
・
甲
斐
　
光
 

準
優
勝
 

木
崎
大
輔
・
佐
藤
洋
輔
 

 

大
分
西
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

卒
団
式
 

　
 

　
大
分
西
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
チ
ー

ム
の
卒
団
式
が
、
10
月
８
日
に

豊
後
大
野
市
解
放
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
７
名
の
選

手
が
卒
団
し
、
高
校
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
分
西
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
は
、

中
学
生
に
よ
る
硬
式
野
球
チ
ー
ム
。

豊
後
大
野
市
内
や
竹
田
市
・
臼

杵
市
か
ら
野
球
好
き
の
子
ど
も

た
ち
が
基
礎
、
基
本
を
学
び
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
気
軽
に
練
習
の
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
球
団
事
務
局

　

1
０
９
７
４-

34-

３
２
５
８

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
 

親
睦
を
深
め
る
 

　
 

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ

た

10

月

20

日
、
第
9
回
豊
肥

地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
三

重
町
で
開
催
さ
れ
、
豊
肥
管
内

か
ら
全

8

チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
な
が
ら
も
、
会
話
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
、
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
（
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
）。 

 ︵
団
体
戦
︶

１
位
　
三
重
町
 

２
位
　
竹
田
市
 

３
位
　
朝
地
町
 

︵
個
人
戦
︶ 

優
勝
　
穴
見
光
子
（
三
重
町
） 

２
位
　
池
部
和
年
（
竹
田
市
） 

３
位
　
和
田
政
広
（
朝
地
町
） 

好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
に
沸
く
 

千
歳
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
 

 　
10
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
、

第
1
回
豊
後
大
野
市
千
歳
町
職

域
並
び
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
対
抗

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
千

歳
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

９
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
旧
千
歳
村
時
代
か
ら

通
算
し
て
13
回
目
。
決
勝
戦
は
、

中
央
化
学
と
ア
イ
ラ
ブ
ミ
ル
ク
チ
ー

ム
の
対
戦
、
中
央
化
学
が
白
熱

し
た
展
開
を
制
し
、
８
連
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
最

優
秀
選
手
賞
は
、
安
藤
健
吾
選

手
（
中
央
化
学
）
に
、
ハ
ッ
ス

ル
賞
は
宮
成
恭
代
選
手
（
つ
く

し
ク
ラ
ブ
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 ▲王者の貫禄、優勝した中央化学チーム 

▲これからも、練習頑張ってください 



　
10
月
９
日
、大
分
市
の
大
洲
総
合
運

動
公
園
周
辺
で
第
16
回
豊
の
国
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
豊
後
大
野
市
か
ら

も
16
競
技
１
９
５
名
が
参
加
し
、そ
れ

ぞ
れ
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
入
賞
種
目
、結
果
、氏
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

○
卓
球 

　
団
体
３
位
　
豊
後
大
野
市 

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

　
団
体
準
優
勝
　
豊
後
大
野
市（
三
重
） 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
個
人
準
優
勝
　
甲
斐
カ
ズ
子（
三
重
） 

○
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
個
人（
20
歳
未
満
）優
勝
　
盛
池
国

仁（
三
重
） 

○
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
個
人（
60
歳
以
上
）３
位
　
盛
池
智

惠
子（
三
重
） 

○
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
団
体
優
勝
　
豊
後
大
野
市 

○
ゴ
ル
フ 

　
個
人（
ネ
ッ
ト
の
部
）準
優
勝
　
羽

田
野
昭
太
郎（
朝
地
） 

○
マ
ラ
ソ
ン 

　
小
学
生
男
子
準
優
勝
　
多
田
圭
佑

（
三
重
）・
小
学
生
男
子
４
位
　
渡
辺

大
輔（
三
重
）・
小
学
生
男
子
５
位
　

佐
藤
孝
行（
三
重
）・
小
学
生
女
子
優

勝
　
森
田
侑
莉（
三
重
）・
小
学
生
女

子
３
位
　
多
田
彩
香（
三
重
）・
小
学

生
女
子
４
位
　
堤
え
り（
三
重
）・

小
学
生
女
子
５
位
　
藤
田
み
な
み

（
三
重
）・一
般
女
子（
50
代
）優
勝

　
衞
藤
恵
子（
朝
地
） 

 

年金だより 年金だより 
★～国民年金保険料の年末調整の申
告方法が変わります～ 

　平成17年から、年末調整の申告の際に国民年
金保険料を申告する場合は、「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」や領収証書の添付が
必要になります。 
　11月上旬に社会保険庁から被保険者ご本人
宛に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
をお送りしています。年末調整の際に忘れずに
提出してください。 
 
★『国民年金保険料は、全額社会保険
料控除の対象です！』 

　国民年金の第一号被保険者の方が、今年の１
月から12月までに納めた国民年金保険料は、確
定申告の際に全額社会保険料控除の対象になり
ます。 
　毎月納めている保険料のほかにも、過去に納
めていなかった分の保険料を納めたり、免除期間
の保険料をさかのぼって納めたりした場合も控
除の対象となります。 
　また、国民年金基金の掛金も全額が社会保険
料控除の対象となりますので、忘れずに申告をし

てください。 
　なお、平成17年からは申告の際に納入証明書
の添付が義務付けられました。 
（１月１日から９月30日までに国民年金保険料を納
入された方については、納入証明書を11月初旬
にお送りしています。10月以降に初めて納入さ
れた方については平成18年２月頃送付予定です） 
 
年金相談日 
12月８日（木）　三重町商工会 
12月13日（火）　豊後大野市隣保館（解放会館） 
12月21日（水）　竹田市総合社会福祉センター 
相談時間　10時～15時 

◇問い合わせ先

豊後大野市市民生活課年金係

10974‐22‐1001（内線2096）

20

▲優勝したミニバレーボールチーム 

▲団体３位の卓球チーム 
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　旧７カ町村の印鑑登録手帳をお持ちの皆様は、
合併後、それぞれ印鑑登録手帳を発行した旧町村
にある本庁支所の市民生活課窓口で、豊後大野
市の新しい印鑑登録証に切り替える手続きが必要
です。豊後大野市の新しい印鑑登録証に切り替え
が済みました皆様は、印鑑登録証をご持参いただ
ければ、本庁支所の７つの市民生活課窓口でご利
用できるようになります。 
　なお、旧７カ町村の印鑑登録手帳のままでは、他
の地区の窓口での印鑑登録証明書の発行はお受
けできませんので、お気をつけくださいますようお願
い申し上げます。 
　まだ切り替えがお済みでない皆様には、お早目の
切り替えをお勧めいたします。 
　 
■切り替え場所 

印鑑登録手帳を発行した旧町村ごとに本庁支
所の市民生活課窓口で行っています。 
　旧三重町…本庁　　　旧大野町…大野支所 
　旧清川村…清川支所　旧千歳村…千歳支所 
　旧緒方町…緒方支所　旧犬飼町…犬飼支所 
　旧朝地町…朝地支所 

■切り替えに必要なもの 
　印鑑登録手帳 
 
■切り替えに来庁する方 
本人または代理人（代理人の場合、委任状は必
要ありません。） 
 
■切り替え期限

　平成18年10月31日（火）
（切り替え期限が過ぎますと、旧町村の印鑑登録
は無効になります。） 
 
※印鑑登録手帳や登録印を紛失した場合は、亡失
届（この届の時は、運転免許証等で本人確認を行
います。代理人の場合は、委任状が必要です。）
の提出をお願いします。また、同時に印鑑の登録を
希望される場合、再度登録をしていただくことにな
ります。なお、再度登録の場合は、再登録手数料
が200円かかります。 
 
◇問い合わせ先　市役所又は支所の市民生活課

合併前の旧７カ町村の印鑑登録手帳をお持ちの皆様へ

公立おがた総合病院 
市民健康づくり学習会 第１弾！ 糖尿病予防教室 

～一病息災！生活習慣を見直し、糖尿病改善に取り組んでみませんか～ 

１

２

３

４

５

　　日　　時

12月14日（水）

１ 月17日（火）

２ 月14日（火）

３ 月15日（水）

　　　　テ　ー　マ

糖尿病について

糖尿病予防と食生活

糖尿病予防と運動

糖尿病の悪化を防ぐ療養生活

糖尿病についてのまとめ

内科医師

管理栄養士

理学療法士

糖尿病担当看護師

内科医師

　公立おがた総合病院では、市民の皆様の健康づく
り学習会として下記のように健康学習会を開催します。
第１弾は国民病とも言われるようになった『糖尿病』に
ついてです。 
　教室は全５回シリーズです。糖尿病担当スタッフ（医
師・看護師・栄養士・理学療法士）がチームで支援さ
せていただきます。是非ご利用ください。 

受講対象者

豊後大野市民または近隣の市町村にお住まいの
方で、健診や医療機関において糖尿病境界型（糖
尿病予備軍）と指摘されている方（＊できるだけ5回
継続して参加できる方） 

募集人員　概ね30名程度 
申し込み方法

　参加希望の方は下記までお申し込みください 
 

◇問い合わせ先

　公立おがた総合病院人間ドック

　10974-42-3125　江藤

※いずれも公立おがた総合病院大会議室にて14時から
※各回講演終了後、個別相談コーナーを設けます

年金だより 



　…問い合わせ先　1…電話番号　5…ファックス

　…問い合わせ先　1…電話番号　5…ファックス　

くらしのお知らせ くらしのお知らせ 
 
 
 
 
豊後大野市役所 
　TEL0974-22-1001（代表） 
　FAX0974-22-3361 
 
清川支所 
　TEL0974-35-2111（代表） 
　FAX0974-35-2114

 
 
 
 
緒方支所 
　TEL0974-42-2111（代表） 
　FAX0974-42-4019 
 
朝地支所 
　TEL0974-72-1111（代表） 
　FAX0974-72-0417

大野支所 
　TEL0974-34-2301（代表） 
　FAX0974-34-2277 
 
千歳支所 
　TEL0974-37-2111（代表） 
　FAX0974-37-2140 
 
犬飼支所 
　TEL097-578-1111（代表） 
　FAX097-578-1159

・入札方法　一般競争入札（せり売りではありません） 
・入札参加資格 
　20歳以上で豊後大野市に住所がある個人または
豊後大野市内に事業所がある法人で、市税の滞納
がない者（※破産者等は参加できません） 
入札の要領

　事前に入札参加申請書を管財係まで、提出して
いただき、12月16日（金）に入札を行います。 

縦覧及び入札参加申請の期間

期　　日　12月12日（月）～15日（木）までの4日間 
時　　間　9時～17時まで 
入札参加申請時に必要な書類等

①住民票（法人の場合は、法人登記簿の写し）　 
②市税完納証明書 
③印鑑 
入札日時及び場所

日　　時　12月16日（金）10時 
場　　所　豊後大野市役所正庁ホール 
　豊後大野市財政課管財係

　10974-22-1001（内線2025
） 

庁用車（旧首長車）を 
公売します 
 

物品１（旧大野町長車）

車種：トヨタ　クラウン　ロイヤルサルーンG

排気量：2.99リッター

年式：平成5年4月登録

走行距離：183,474km

不良箇所：純正マルチ

故障・左後部ドア小ヘコ

ミ・室内灯右後不点灯

物品３（旧千歳村長車）

車種：トヨタ　クラウン　ロイヤルサルーン

排気量：2.95リッター

年式：平成3年4月登録

走行距離
：97,093km

不良箇所：エンジン不良・

エンジンオイル漏れ・バ

ッテリー不良（要交換）・

左後部ドア小ヘコミ

入札物件について   
 

物品２（旧朝地町長車）

車種：トヨタ　クラウン　ロイヤルサルーンG

排気量：2.99リッター

年式：平成５年４月登録

走行距離：160,222km

不良箇所：右前後エアサス故障・右前ドア小ヘコ

ミ・左後部フェンダー小ヘコミ・エンジン不調・ボ

ンネットダンパー不良・

前バンパー右側小キズ・

前バンパー左側小キズ・

後バンパー右側小キズ・

前バンパー左下コスリ

キズ・エアコンガス漏れ

（少々）・バッテリー不良

（要交換）
   

22
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ひとり親家庭等医療費助成金を
ご利用ください
 
　この制度は、母子家庭の母と児童・父子家庭の
父と児童及び父母のいない児童の医療費の一部
を助成することにより、家庭生活の安定と福祉の
向上を図ることを目的としたものです（高額療養費・
付加給付金は除きます）。 
対象者　市内在住で、20歳未満の児童を養育し

ている母子・父子家庭の親及び18歳の
誕生日の年度末までの児童（所得制限
があります。） 

　豊後大野市健康福祉課及び各支所の健康福祉課

寡婦医療費助成事業をご存知ですか
 
　この制度は、寡婦に対し医療費の一部を助成
することにより、寡婦の生活の安定と福祉の増進を
図ることを目的としたものです（高額療養費・付加
給付金は除きます）。 
対象者　市内在住で、かつて配偶者のない女子

として、満20歳未満の児童を養育してい

たことのある満60歳以上満70歳未満の
寡婦（非課税世帯が対象） 

　豊後大野市健康福祉課及び各支所の健康福祉課

母子家庭自立支援給付金制度を
ご利用ください
 
　市内に居住する母子家庭の母が就業に結び
つく資格の取得にあたり、対象となる教育訓練給
付講座を受講し終了した場合、経費の40%（20万
円を上限とする）を支給します。
対象者　 
●児童扶養手当の支給を受けているか、また
は同様の所得水準にある方 
●受講開始日現在、雇用保険法による教育訓
練給付の受給資格を有していない方 
●当該教育訓練を受けることが適職につくた
めに必要である方 
●過去に自立支援給付金等の支給を受けて
いない方

　豊後大野市福祉事務所生活支援課 子育て支援係

10974-22-1001（内線2125）

　…問い合わせ先　1…電話番号　5…ファックス

くらしのお知らせ 

平
成
17
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

県
の
臨
時
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ



　…問い合わせ先　1…電話番号　5…ファックス

　沖縄・トカラ・小笠原には、さつまいもなどに被害を与える病害虫が発
生しています。これらの病害虫のまん延を防止するために一部の植物
は、法律によって未発生地域への持ち込みが規制されています。ご注
意ください。 
　 
　農林水産省門司植物防疫所  鹿児島支所大分出張所
1097‐521‐2690　5097‐521-2690

病害虫のまん延防止に 
ご協力ください 

第
49
回
大
分
県
勤
労
者
創
作

美
術
展(

労
美
展)

の
開
催
と

作
品
募
集

第
１
回

い
ぬ
か
い
芸
術
文
化
祭

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

平
成
18
年
測
量
士
・
測
量
士
補

試
験
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（発生地域）

沖縄県全域

奄美群島

トカラ列島

小笠原諸島

から

から
（発生地域）

沖縄県全域

移 動 先
（未発生地域）

持ち込めないもの

植　物 害　虫

本 　 土

※さつまいも
　ヨウサイ（エンサイ）
　あさがお
　ぐんばいひるがお
　等の生茎葉及び地下部

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

移 動 先
（未発生地域）

持ち込めないもの
植　物 害　虫

本 　 土
（奄美群島

を含む）

かんきつの苗木類 カンキツグリーニング病
ミカンキジラミ

検査を受ければ持ち込めますが長期間を要しますので、事前に植
物防疫（事務）所へお問い合わせください。

※さつまいもは消毒（蒸熱処理）すれば持ち込めますので、事前に
最寄りの植物防疫（事務）所へお問い合わせください。



25 　…問い合わせ先　1…電話番号　5…ファックス

公営住宅等の入居者を募集します

■申込資格
○昨年１年間の家族の収入と家族構成によって計算

された月額収入が 20 万円を超えないもの
○現に住宅に困窮していることが明らかなもの（持

ち家のある方は入居できません）
○市町村税、県税等の滞納のないもの
■申込方法
　本庁建設課または各支所建設課においてある申込
用紙に必要事項を記入の上、必要書類を添えて本庁
建設課または各支所建設課に提出してください。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もございます
ので、あらかじめご了承ください。
■ 募集期間
12月５日（月）〜12月12日（月）　17 時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選（応募者多数の場合）
○日時　12月14日（水）　11 時〜
○場所　豊後大野市建設課及び各支所建設課

¡豊後大野市建設課　10974‐22‐1001（内線2374）
¡清 川 支 所 建 設 課　10974-35-2111（内線3043）
¡緒 方 支 所 建 設 課　10974-42-2111（内線3542）
¡朝 地 支 所 建 設 課　10974-72-1111（内線4043）
¡大 野 支 所 建 設 課　10974-34-2301（内線4543）
¡千 歳 支 所 建 設 課　10974-37-2111（内線5043）

向田住宅

柳井田団地Ｂ１

松山住宅５

近地第 2 団地

近地第３団地

川北第二住宅

新殿住宅

市営

戸　数

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

住　所

三重町玉田 1304 番地 1

清川町砂田 1600 の 1 番地

緒方町馬場 796 番地 45

朝地町朝地 677 番地 1

朝地町坪泉 267 番地 2

大野町田代 1691 番地 1

千歳町新殿 3 番地 2

規　格

３ＤＫ

３ＤＫ

４Ｄ K

２ K

２ K

４Ｋ

２ K

■募集住宅

住宅名

12月の「心配ごと相談」相談日
   
　家庭内のもめごとや地域の問題など、一人で悩まずにお気軽にご相談ください。
  

　豊後大野市社会福祉協議会　10974‐22‐6677 

　豊後大野市総務課　10974‐22‐1001（内線2012）

ご利用ください　行政相談   

地　区

三　重

清　川

緒　方

朝　地

大　野

千　歳

犬　飼

相談日

12日（月）、26日（月）

1日（木）、15日（木）

1日（木）、8日（木）

6日（火）、20日（火）

5日（月）、20日（火）

8日（木）、22日（木）

2日（金）、16日（金）

時　間

9：00〜12：00

9：00〜12：00

9：00〜12：00

9：00〜12：00

10：00〜12：00

9：00〜12：00

13：00〜16：00

場　所

三重農村環境改善センター

社協清川支部（相談室）

緒方町すこやかセンター

憩いの村コミュニティーセンター

社協大野支部（小会議室）

社協千歳支部（ボランティアセンター）

犬飼支所（宿直室）

連絡先

0974-22-6677

0974-35-3010

0974-42-2349

0974-72-1002

0974-34-2688

0974-37-3110

097-578-1737

支所名

三　重

清　川

緒　方

朝　地

大　野

千　歳

犬　飼

12月の相談日

土日を除く毎日

12月12日（月）

12月 6日（火）

12月12日（月）

12月20日（火）

12月14日（水）

12月 9日（金）

1月の相談日

土日を除く毎日

1月10日（火）

1月17日（火）

1月10日（火）

1月20日（金）

1月12日（木）

1月10日（火）

時　間

10：00〜15：00

13：00〜16：30

9：00〜12：00

9：00〜12：00

9：00〜12：00

9：00〜12：00

13：00〜16：00

場　所

三重町どんぐり幼稚園

清川公民館　ふれあい室

緒方支所健康福祉課（すこやかセンター）

朝地支所１階相談室

豊後大野市  解放会館　和室

千歳公民館２階小会議室

犬飼支所１階相談室

行政相談委員

成田三吉郎

羽田野二男

工藤　彰一

北尾　勝義

伊東　克希

廣瀬　健一

佐田　信也

連絡先

0974-22-0182

0974-35-2507

0974-45-2573

090‐4358‐2158

0974-34-3979

0974-37-2529

097−578-1820







　納税等のご案内
固定資産税（３期）、国民健

康保険税（８期）、介護保険

料（８期）、水道料金、住宅

等使用料、給食費、保育料、

浄化槽使用料、農業集落排

水使用料、下水道使用料、

ケーブルテレビ利用料、や

すらぎ団地土地使用料、養

護老人ホーム入所負担金

納 期 限　12月26日（月）

口座振替　12月21日（水）

■税金は納期内に納めま

しょう。

■納税・納付は口座振替

をおすすめします。

口座振替のお申し込みは、

通帳・通帳届出印をお持

ちになり、豊後大野市内

にある金融機関の本・支店、

または全国の郵便局窓口

で備え付けの申込書にて

お申し込みください。金

融機関受付日の翌月以降

納期分から口座振替の開

始となります。

■口座振替の方は振替日

の前日までに必ず口座残

高を確認してください。

　野犬の捕獲日
1日（木）緒方・清川

6日（火）大野・朝地

8日（木）千歳・犬飼・三重

13日（火）緒方・清川

15日（木）大野・朝地

21日（水）千歳・犬飼・三重

　猫の引取日
12日（月）

14時〜15時

問い合わせ先

大野県民保健福祉センター

10974-22-0162

市
報
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歯科休日当番医

小児科外来当番医

▼
11
月
は
秋
の
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物

が
満
載
で
し
た
。
私
も
取
材
で
各
町

に
う
か
が
い
ま
し
た
が
、初
め
て
行

く
振
興
祭
や
行
事
も
あ
っ
て
、楽
し

み
な
が
ら
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。▼
取
材
中
各
町
の
い
ろ
ん
な

笑
顔
と
特
色
あ
る
内
容
に
ふ
れ
、地

域
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

▼
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
気
づ
け

ば
も
う
12
月
。
ま
た
慌
し
い
年
末
に

な
り
そ
う
で
す
。 

市報ぶんごおおのは古紙配合率100％再生紙を使用しています。

相談のご案内

■消費者苦情相談 
毎週月～金曜日　９時～17時 
豊後大野市商工観光課または各支所産
業経済課 
■家事・民事出張相談 
　●家事調停等　12月１日(木) 
　●民事調停等　12月21日(水) 
　時　間　９時30分～15時30分 
　場　所　豊後大野市中央公民館 
◇問い合わせ・申し込み先　

大分地方裁判所竹田支部

　10974-63-2040

し 

ただいま大分県民手帳(平成
18年版)を好評販売中です。 
 
【販売価格】 
大型（14.9×8.7cm）500円 
小型（12.7×7.7cm）400円 
【販売期間】 
平成18年１月６日（金）まで　 
※土・日・祝日を除きます。 
【販売場所・問い合わせ先】　 
豊後大野市情報推進課 
10974-22-1001（内線2074）または
各支所総務企画課まで 

■訂正とお詫び 
市報ぶんごおおの11月号に誤りがありま
したので訂正してお詫びします。 
・22ページ「国の教育ローンをご活用く
ださい」中、電話番号（誤）097-535-
0311→（正）097-535-0331 
・23ページ「老人保健で医療を受ける
方へ」中、老人保健の対象者となる日は
（誤）誕生日の翌日から→（正）誕生日の
翌月からです。 

医療機関名

武藤歯科医院（犬飼）

矢野歯科クリニック（三重）

杉山歯科医院（野津）

芦刈歯科クリニック（野津）

朝地町アルファ歯科医院（朝地）

みどり歯科クリニック（緒方）

大塚歯科医院（緒方）

大塚歯科医院（三重）

第一歯科大塚（三重）

岡本歯科医院（三重）

電話番号

０９７−５７８−１８００

０９７４−２２−８８１１

０９７４−３２−２１６７

０９７４−３２−７７００

０９７４−７２−１０３２

０９７４−４２−３０３１

０９７４−４２−３３４３

０９７４−２２−０５７１

０９７４−２２−６３７７

０９７４−２２−００７６

当番日

12月４日（日）

11日（日）

18日（日）

23日（金）

25日（日）

29日（木）

30日（金）

31日（土）

１月１日（日）

２日（月）

当番日

12月３日（土）

４日（日）

 10日（土）

  11日（日）

  17日（土）

  18日（日）

  23日（金）

   24日（土）

   25日（日）

 受付時間　８時30分〜11時30分　診療時間　９時〜12時
  

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、

ご了承ください。

※情報は最新のものを掲載するようにしていますが、都合により当番が変更になる場合があ

ります。また、土曜日については他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあり

ます。あらかじめ医療機関に電話等でお確かめください。

公立おがた総合病院

0974-42-3121

○

○

○

○

○

竹田医師会病院

0974-63-3241

○

○

○

○

○

○

県立三重病院

0974-22-7700

○

○

○

○


